
3 章・1 節 三角関数 
① 一般角 
② 三角関数 
③ 三角関数の性質 
 
1 次の   をうめよ。知 

(1) 弧度法について，次のような関係がある。 

1ラジアンx ，  180¸x ラジアン 

たとえば 60¸x ラジアン，
7
6
¼ ラジアンx  

(2)  弧度法を用いると，角 ®の動径が表す一般角 µは 
µx   (n は整数) 

と表される。 

(3) 角 µがすべての値をとるとき 
① sinµ のとり得る値の範囲は  TsinµT  
② cosµ のとり得る値の範囲は TcosµT  
③ tanµ のとり得る値の範囲は  すべての実数値   

(4) 三角関数の性質 

① 

sin Pµ£ ¤x
cos Pµ£ ¤x
tan Pµ£ ¤xÇ   ② 

sin µO¼£ ¤x
cos µO¼£ ¤x
tan µO¼£ ¤xÇ  

(5) 半径 r，中心角 µの扇形の弧の長さを l，面積をS とする。 
このとき，l，Sを r，µを用いて表すと 

lx ，Sx x 1
2
lr  

 

2 次のような扇形の弧の長さ lと面積S を求めよ。技 

(1) 半径5 ，中心角
3
4
¼  

 

 

(2) 半径3 ，中心角240¸  
 

 

3 µ が次の角のとき，sinµ, cosµ, tanµ の値を求めよ。技 

(1) 5
3
¼  

 

 

 

 

 

(2) P 11
6
¼  

 

 

 

 

 

4 次の問に答えよ。技 

(1) tanµx
1
3

のとき，sinµ, cosµ の値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) sinµPcosµx
2
3

のとき，sinµcosµ，sin3µPcos3µの値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) sin Pµ£ ¤cos ¼
2
PµÃ ÄOcos µO¼£ ¤sin µO

¼
2Ã Ä の値を求めよ。 

 

 

 

 

5 次の等式が成り立つことを証明せよ。考 
1

tanµ
O

sinµ
1Ocosµ

x 1
sinµ  

 

 

 

 

 

 

組 番号 名  前 



3 章・1 節 三角関数 
④ 三角関数のグラフ 
⑤ 三角関数の応用 
 
 
1 次の   をうめよ。知 

(1) 関数 yxf x£ ¤について，0 でない定数 pがあって，等式 
f xOp£ ¤xf x£ ¤  

がすべての xに対して成り立つとき，f x£ ¤を，pを周期とする 

周期関数 という。 

(2) sinµ，cosµの周期は ，tanµの周期は  である。 

また，a を正の定数とすると，sinaµ，cosaµの周期は  ，

tanaµの周期は となる。 

たとえば，cos3µの周期は  ，tan
µ
2
の周期は  である。 

 

2 次の関数のグラフをかけ。また，その周期を求めよ。技 

(1) yxPcos2µ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) yx2sin µP
¼
3Ã Ä  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) yxtan
µ
2
O

¼
2Ã Ä  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 0Tµt2¼ のとき，次の方程式を満たすµ の値を求めよ。技 

(1) sin µP
¼
3Ã ÄxP 1

2
 

 

 

 

 

 

 

 

(2) tan2µx
1

3
 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 0Tµt2¼ のとき，次の不等式を満たすµ の値の範囲を求めよ。 
技 

(1) P 1
2
tcosµt

3
2

 

 

 

 

 

 

(2) 2sin2µP1T0  
 

 

 

 

 

 

 

(3) P1TtanµT 3  
 

 

 

 

 

 

組 番号 名  前 



3 章・1 節 三角関数 
① 一般角 
② 三角関数 
③ 三角関数の性質 
 
1 次の   をうめよ。知 

(1) 弧度法について，次のような関係がある。 

1ラジアンx 180¸
¼ ，  180¸x ¼ ラジアン 

たとえば 60¸x
¼
3

ラジアン，
7
6
¼ ラジアンx 210¸  

(2)  弧度法を用いると，角 ®の動径が表す一般角 µは 
µx ®O2n¼   (n は整数) 

と表される。 

(3) 角 µがすべての値をとるとき 
① sinµ のとり得る値の範囲は  P1 TsinµT 1  
② cosµ のとり得る値の範囲は P1 TcosµT 1  
③ tanµ のとり得る値の範囲は  すべての実数値   

(4) 三角関数の性質 

① 

sin Pµ£ ¤xPsinµ

cos Pµ£ ¤x cosµ

tan Pµ£ ¤xPtanµ
Ç   ② 

sin µO¼£ ¤xPsinµ

cos µO¼£ ¤xPcosµ

tan µO¼£ ¤x tanµ
Ç  

(5) 半径 r，中心角 µの扇形の弧の長さを l，面積をS とする。 
このとき，l，Sを r，µを用いて表すと 

lx rµ ，Sx 1
2
r 2µ x 1

2
lr  

 

2 次のような扇形の弧の長さ lと面積S を求めよ。技 

(1) 半径5 ，中心角
3
4
¼  

［解］ lx5 @
3
4
¼x

15
4

¼  

Sx
1
2 @ 52 @

3
4
¼x

75
8

¼  

(2) 半径3 ，中心角240¸  
［解］ 240¸x

4
3
¼ より  lx3 @

4
3
¼x4¼  

Sx
1
2 @ 32 @

4
3
¼x6¼  

3 µ が次の角のとき，sinµ, cosµ, tanµ の値を求めよ。技 

(1) 5
3
¼  

［解］ 右の図で，µx
5
3
¼ のとき，OPx2 とすると，P 1, P 3£ ¤であるから 

sin
5
3
¼x

P 3
2 xP

3
2

 

cos
5
3
¼x

1
2  

tan
5
3
¼x

P 3
1 xP 3  

 

(2) P 11
6
¼  

［解］ 右の図で，µxP
11
6
¼ のとき，OPx2 とすると，P 3 , 1£ ¤ であるから 

sin P
11
6

¼Ã Äx 1
2  

cos P
11
6

¼Ã Äx 3
2

 

tan P
11
6

¼Ã Äx 1

3
 

 

4 次の問に答えよ。技 

(1) tanµx
1
3

のとき，sinµ, cosµ の値を求めよ。 

［解］ 1Otan2µx
1

cos2µ
であるから 

cos2µx
1

1Otan2µ
x

1

1O
1
3Ã Ä 2 x

9
10  

tanµu0 であるから，µ は第 1 象限か第 3 象限の角である。 

(ⅰ) µ が第 1 象限の角のとき，cosµu0 である。 

よって  cosµx
3 10
10

 

また  sinµxcosµtanµx
3 10
10 @

1
3 x

10
10

 

(ⅱ) µ が第 3 象限の角のとき，cosµt0 である。 

よって  cosµxP
3 10
10

 

また  sinµxcosµtanµxP
3 10
10 @

1
3 xP

10
10

 

(ⅰ)，(ⅱ)より      sinµx 10
10

，  cosµx 3 10
10

 

または  sinµxP
10

10
，  cosµxP

3 10
10

 

 

(2) sinµPcosµx
2
3

のとき，sinµcosµ，sin3µPcos3µの値を求めよ。 

［解］ 与えられた等式の両辺を 2 乗すると 

sin2µP2sinµcosµOcos2µx
4
9

 

sin2µOcos2µx1 であるから  1P2sinµcosµx
4
9

 

すなわち  sinµcosµx
1
2 @ 1P

4
9Ã Ä  

x
5
18  

また    sin3µPcos3µx sinµPcosµ£ ¤ sin2µOsinµcosµOcos2µ£ ¤  

x
2
3 @ 1O

5
18Ã Ä  

x
23
27

 

 

(3) sin Pµ£ ¤cos ¼
2
PµÃ ÄOcos µO¼£ ¤sin µO

¼
2Ã Ä の値を求めよ。 

［解］ sin Pµ£ ¤cos ¼
2 PµÃ ÄOcos µO¼£ ¤sin µO

¼
2Ã ÄxPsinµsinµO Pcosµ£ ¤cosµ  

xP sin2µOcos2µ£ ¤  

xP1  

 

5 次の等式が成り立つことを証明せよ。考 
1

tanµ
O

sinµ
1Ocosµ

x 1
sinµ  

［証明］ 
1

tanµ
O

sinµ
1Ocosµ

x
cosµ
sinµ

O
sinµ

1Ocosµ
 

x
cosµ 1Ocosµ£ ¤Osinµsinµ

sinµ 1Ocosµ£ ¤  

x
cosµOcos2µOsin2µ

sinµ 1Ocosµ£ ¤  

x
1Ocosµ

sinµ 1Ocosµ£ ¤  

x
1

sinµ
 

 

組 番号 名  前 



3 章・1 節 三角関数 
④ 三角関数のグラフ 
⑤ 三角関数の応用 
 
 
1 次の   をうめよ。知 

(1) 関数 yxf x£ ¤について，0 でない定数 pがあって，等式 
f xOp£ ¤xf x£ ¤  

がすべての xに対して成り立つとき，f x£ ¤を，pを周期とする 

周期関数 という。 

(2) sinµ，cosµの周期は 2¼ ，tanµの周期は ¼  である。 

また，a を正の定数とすると，sinaµ，cosaµの周期は 
2¼
a  ，

tanaµの周期は 
¼
a となる。 

たとえば，cos3µの周期は 
2
3
¼  ，tan

µ
2
の周期は 2¼  である。 

 

2 次の関数のグラフをかけ。また，その周期を求めよ。技 

(1) yxPcos2µ  
［解］ この関数のグラフは，yxcos2µのグラフを µ 軸に関して対称移動して得

られる。その周期は ¼ である。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) yx2sin µP
¼
3Ã Ä  

［解］ この関数のグラフは，yx2sinµ のグラフを µ 軸方向に
¼
3 だけ平行移動

して得られる。その周期は 2¼ である。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) yxtan
µ
2
O

¼
2Ã Ä  

［解］ yxtan
1
2

µO¼£ ¤ より，この関数のグラフは，yxtan
1
2
µ のグラフを µ 軸

方向にP¼ だけ平行移動して得られる。その周期は 2¼ である。 

 

 

 

 

 

 

 

3 0Tµt2¼ のとき，次の方程式を満たすµ の値を求めよ。技 

(1) sin µP
¼
3Ã ÄxP 1

2
 

［解］ 0Tµt2¼ のとき 

P
¼
3
TµP

¼
3
t

5
3
¼   ……① 

単位円の周上で，y座標がP
1
2 となる点

は，右の図の P ，P´で，動径 OP ，OP´

の表す角µP
¼
3

は，①の範囲で 

µP
¼
3 xP

¼
6 ，

7
6
¼  

ゆえに  µx
¼
6 ，

3
2
¼  

(2) tan2µx
1

3
 

［解］ 0Tµt2¼ のとき 

0T2µt4¼   ……① 

T 1,
1

3Ã Äをとり，直線 OTと

単位円の交点を右の図のように

P，P´とすると，動径 OP ，OP´

の表す角 2µ は，①の範囲で， 

2µx
¼
6 ，

7
6
¼ ，

13
6

¼ ，
19
6

¼  

ゆえに  µx
¼
12 ，

7
12

¼ ，
13
12

¼ ，
19
12

¼  

4 0Tµt2¼ のとき，次の不等式を満たすµ の値の範囲を求めよ。 
技 

(1) P 1
2
tcosµt

3
2

 

［解］ 0Tµt2¼ の範囲で 

cosµxP
1
2

となるµ の値は  µx
2
3
¼ ，

4
3
¼  

cosµx
3

2
となるµ の値は  µx

¼
6 ，

11
6

¼  

よって，右の図から不等式を満たす µ の値

の範囲は  
¼
6 tµt

2
3
¼ ，

4
3
¼tµt

11
6

¼  

(2) 2sin2µP1T0  
［解］ 2 sinµO1£ ¤ 2 sinµP1£ ¤T0 より 

P
1

2
TsinµT

1

2
 

0Tµt2¼ の範囲で 

sinµxP
1

2
となるµ の値は  µx

5
4
¼ ，

7
4
¼  

sinµx
1

2
となるµ の値は  µx

¼
4 ，

3
4
¼  

よって，右の図から不等式を満たす µ の値の範囲は 

0TµT
¼
4 ，

3
4
¼TµT

5
4
¼ ，

7
4
¼Tµt2¼  

(3) P1TtanµT 3  
［解］ 0Tµt2¼ の範囲で 

tanµxP1 となるµ の値は  µx
3
4
¼ ，

7
4
¼  

tanµx 3 となるµ の値は  µx
¼
3 ，

4
3
¼  

よって，右の図から不等式を満たす µ の値

の範囲は 

0TµT
¼
3 ，

3
4
¼TµT

4
3
¼ ，

7
4
¼Tµt2¼  

組 番号 名  前 




